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1) はじめに（招聘の概要） 

我が国における神経科学向け光学イメージング技術開発の活性化に貢献すること

を目的として、日本の神経科学研究者や顕微鏡・光学機器メーカーが一堂に会する

Neuro2022（第 45 回日本神経科学大会、第 65 回日本神経化学会大会、第 32 回日

本神経回路学会大会の合同大会）でシンポジウムを企画し、本シンポジウムの登壇

者として脳神経の光学イメージング技術開発において世界的に著名な Rockefeller

大学の Alipasha Vaziri 博士を招聘した。本シンポジウムには他にも光科学、神経

科学のいずれかのバックグラウンドを持つ 4 名（報告者含む）が登壇し、異なるバ

ックグラウンドの研究者が光学イメージング技術という共通項のもとで研究の発

表を行い、シンポジウム参加者および登壇者間の技術交流を行った。 

2) 被招聘者の紹介 

被招聘者の Alipasha Vaziri 博士は光科学をバックグラウンドに持ち、主に脳神経を

対象とした先駆的な蛍光顕微イメージング技術の開発で世界的に著名な研究者で

ある。現在は Rockefeller 大学において研究室を主宰し、同大学 Kavli Neural Systems 

Institute の Associate Director も務めている。Vaziri 博士は光学における先端技術であ

る時間集光やライトフィールドイメ―ジングなどの技術を脳神経のイメージング

に取り入れ、3 次元で高速・大規模に神経活動を記録する技術を次々に開発してい

る[Cell 177, 1 (2019), Nat. Methods 11, 727 (2014)]。昨年にはマウス脳のおよそ

1,000,000 個の神経細胞の活動を光学的に記録することに成功し[Nat. Methods 18, 

1552 (2021)]、近年競争が激しい大規模神経活動記録の技術開発においてトップ独

走している。 



 

 

3) 会議または集会の概要 

本招聘の主たる目的は Neuro2022（第 45 回日本神経科学大会、第 65 回日本神経

化学会大会、第 32 回日本神経回路学会大会の合同大会）における公募形式の企画

シンポジウムにおいて登壇いただくことおよび他の登壇者、参加者と技術交流いた

だくことである。本大会は広く神経科学の研究者を対象とした学会であり、脳を理

解するという共通の目標に向かって様々なアプローチで研究を行っている研究者

が集う場である。企業のエキシビションも充実しており、産業界からの参加者も多

くみられる。今回、コロナ禍の状況に応じて対面とオンラインのハイブリッド開催

となったが、大会の方針として極力対面参加とすることが推奨されたこともあり、

約 2000名が現地参加した。企画シンポジウムの題目および座長（オーガナイザー）、

登壇者は以下のとおりであり、被招聘者を含む全員が現地で参加した。 

題目 ：光科学者×神経科学者：異なる個性が触発する光神経科学の新展開 

座長 ：三上秀治（北海道大学 電子科学研究所） 

佐藤正晃（北海道大学 医学研究院） 

登壇者：Alipasha Vaziri（The Rockefeller University） 

市村垂生（大阪大学 先導的学際研究機構） 

Bernd Kuhn（沖縄科学技術大学院大学） 

村越秀治（自然科学研究機構 生理学研究所） 

三上秀治（北海道大学 電子科学研究所） 

4) 会議の研究テーマとその討論内容 

本シンポジウムの主題は現在の神経科学における最も重要な計測技術のひとつで

ある光学イメージング技術である。神経科学における光学イメージング技術は、ニ

ューロン内のカルシウム濃度を蛍光タンパク質の輝度を通じて計測するカルシウ

ムイメージングに代表されるように、脳疾患の理解と治療法の開発に大いに貢献す

ることが期待される医工計測技術である。しかしながら、我が国においては光産業

が世界に伍するものであるにもかかわらず、神経科学における先端光学イメージン

グは国外の技術に大きく依存しており、国産の先端光学イメージング技術の開発活

性化が強く望まれる状況にある。Vaziri 博士は光科学をバックグラウンドとして神

経科学の進展に資する光学イメージング技術開発をリードする研究者であり、その

最新の研究成果を日本の神経科学研究者や顕微鏡・光学機器メーカーが一堂に会す

る神経科学大会のシンポジウムで紹介することで、我が国における神経科学向け光

学イメージング技術開発の活性化に大きく貢献することが期待できる。特に本シン

ポジウムでは登壇者として光科学者、神経科学者の双方を招き、アプローチの対比

および交流を通じて、神経科学における先端光学イメージング技術開発の新たな方

向性を見出すことを狙いとした。 

 



 

 

5) 招聘した成果 

シンポジウム開催時はいずれの登壇者の発表に対しても聴衆から様々な質問があり、

盛況な会となった。現地参加者は 80 名程度であった。光技術に関する質問と生物学的

な質問の双方が含まれ、聴衆の中に双方の観点で興味を持つ研究者が含まれていたこ

とが伺える。登壇者の中で光科学をバックグラウンドに持つ登壇者と神経科学をバッ

クグラウンドに持つ登壇者の研究のアプローチには明確な対比があり、このような対

比を多くの聴衆に示すことができたのは期待通りであったと言える。シンポジウム終

了後には登壇者およびオーガナイザーのみによる技術交流の場を設け、様々な議論が

交わされた。報告者自身も Vaziri 博士と研究のアプローチや方向性について意見交換

を行い、大変有意義であった。まさに異なるバックグラウンドの研究者の交流の場とな

り、この点についても狙い通りになったと言える。 

6) その他 

今回の招聘はコロナ禍の中で行われたものであり、直前まで Vaziri 博士の来日が

可能かどうか不透明な状況であったが、結果的に Vaziri 博士および他の登壇者、オ

ーガナイザー全員が対面で集まることが叶い、シンポジウムが非常に有意義なもの

となった。改めてこの場を借りて、招聘を支援いただいた中谷医工計測技術振興財

団、困難な状況の中で来日いただいた Vaziri 博士、共同オーガナイザーの佐藤正晃

博士、登壇者の Bernd Kuhn 博士、村越秀治博士、市村垂生博士のご尽力に謝意を

示したい。 

 

  

左：Vaziri 博士の登壇中の様子。右：シンポジウム登壇者およびオーガナイザーの

集合写真。左から Bernd Kuhn 博士(沖縄科学技術大学院大学)、佐藤正晃博士（北

海道大学）、Alipasha Vaziri 博士(Rockefeller 大学、被招聘者)、三上、村越秀治博

士（自然科学研究機構）、市村垂生博士（大阪大学）。 

 


